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119番通報 
⇩ 

火事ですか、救急ですか 
⇩ 

救急車を向かわせますので、お名前と住所を教えてください 
⇩ 

だれが、どうしましたか 

事故種別（災害区分）の確認 救急隊出動指令 

通報者が本人であるかどうかの確認 
↓ （本人である） 

本人である 症候別対応ゾーンへ 
　　 　　　　　　　　　 

CPAの確認 

CPAと判断する現場状況 　 
・水没、風呂のなかに沈んでいる 　 
・首を吊った、喉が詰まった CPAである 
・息をしていない、冷たくなっている ⇩ 

心肺蘇生口頭指導 
意識の確認 　 

・呼びかけて反応はありますか 　 
・お話ができますか CPAである 

⇩ 
呼吸の確認 PA連携出動の判断 

・息をしていますか 　 
・普段と同じような呼吸をしていますか 　 
・胸が動いて（挙がって）いますか 　 

救急車を向かわせていますのでもう少し詳しく聞かせてください 
                       ↓（この時点で、気道異物と持続する外出血が判明している）　 

気道異物と大量出血（外出血）の対応→　口頭指導マニュアル 
                              ↓ 

患者さんの年齢と性別、症状を教えてください 
                              ↓ 

症候別対応ゾーンへ 

いいえ（通報者が本人でない） 

 は い 

は い（意識呼吸からCPAではない） 

いいえ 

 は い 
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図１ CPA対応ゾーンにおける口頭指導内容および手順 
 


